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諮問答申「高齢者の見守りネットワークの強化に関する取組み」 資料1

１ 諮問について
豊田市長から、地域会議に対して地方自治法（昭和22年法律第67号）第202条の７第１項の規
定に基づき、令和４年８月４日付けで「高齢者の見守りネットワークの強化に関する取組」について諮問
される。（担当事務局：福祉部高齢福祉課）
●旭地域の高齢者の見守りに関する課題
●地域予算提案事業「あさひ高齢者見守り事業」（平成２６年度～）の実施を通して見えた高齢者
の見守りにおける課題
●今後、旭地域において必要な見守りの取組

２ 答申の協議について
地域会議定例会を利用して計４回協議を行ない答申をまとめた。
・第1回協議（令和4年 7月 7日（木）※第4回地域会議）
・第2回協議（令和4年 8月 4日（木）※第5回地域会議）
・第3回協議（令和4年 9月 1日（木）※第6回地域会議）
・第4回協議（令和4年10月 6日（木）※第7回地域会議）
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３ 旭地域の状況について

「地縁・血縁に基づく見守り、
支え合いが行われている」

親密別居者
による見守り

行事参加
による見守り

見守りが必要な人

血縁者ならで
はの見守り

検針、配達など
事業者による見
守り

旭地区独自
の取組み

寄合い、敬老会な
ど人の集まる機会を
利用した見守り

地縁に基づくコミュニ
ティ（自治区、町内
会、組など）

民生委員や社会
福祉協議会などに
よる見守りや支援

令和元年度に実施した「旭地区の
まちづくりを考えるアンケート調査」に
おいて、最も満足度が高かった
項目が「困ったときに助け合え
る近所付き合いが行われてい
る」であったこと、また、第23回
市民意識調査において「あな
たは、近所とのつきあいに満足
していますか」の設問に対して「満足
している」と回答した割合が、市内
28地区のうち２番目に高い数値を
示している。
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３ 旭地域の課題について

見守りが必要な人

親密別居者
による見守り

行事参加
による見守り

■課題
それぞれの組織により「見
守り」が行われているが、
連係体制がとれていないた
めに重複や、見落としが生
じている可能性がある

■課題
物理的に離れた家や、精
神的に地域との接触を
好まない人で、見守りの
目が行き届かない人への
対応が必要

■課題
遠慮があるのか、
一般的な調査で
は困りごとなどの
把握が困難で
あった。身近な
顔の見える関係
性の中で支え合
いの仕組みを構
築する必要があ
る

見守りが必要な人
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４ 旭地域に必要な取組みについて

見守りが必要な人

地域全体で見守る
ための連携体制の構
築を支援し、見守る
べき人を取りこぼさな
い体制を確立する。
また、情報共有するこ
とで見守る側の負担
軽減を図る

見守る側の人材不足
や見守りが行き届か
ない人などに対して、
デジタル活用でカバー
を支援

元気で長生きのため
の取組みを支援

フレイル予防

移動手段を工夫するなどして
張り合いのある生活を維持



5

１ 第2次旭地区まちづくり計画での位置づけ

【基本理念】つながる、楽しむ、普通が素敵。だもんで、旭
普通が素敵・・・ご近所さんとの顔が見える関係性が、旭では普通（当たり前）に存在しています。
しかし、それは、豊田市、愛知県、ひいては日本全体で失われつつあることでもあります。
旭では「普通」だと思われている「横のつながり」が、失いたくないことなんだという願いを込めて。

【目指す姿】くらし
助け合い、支え合い。小さなまちならではの、ふれあい豊かでいつまでも安心できるくらし。

【重点取組項目2】安全に安心して暮らし続けられるまちづくり
地域の助け合いが活発に行われ、安全な生活環境が維持されることで、いつまでも安心して住み
続けられるまちを目指します。

参考資料
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【重点取組項目2】安全に安心して暮らし続けられるまちづくり
高齢化が進む旭地区で安全で安心な暮らしを続けるためには、小規模な地域という特性を生かした、
一人ひとりへのきめ細やかな支援が求められます。
防災の取り組みや道路の安全確保、高齢者福祉サービスの充実が今後ますます必要になります。
地域の助け合いが活発に行われ、安全な生活環境が維持されることで、いつまでも安心して住み続
けられるまちを目指します。

【取組分野１】
（1）暮らしの不安解消 ②地域ぐるみの見守り活動の充実［地域・ぬくもりの里・行政］

・福祉特派員制度のPR及び情報交換会の開催（旭地域 地域予算提案事業）
・豊田市ささえあいネット～高齢者見守りホットライン～（市事業 民生委員対応）
・ひとり暮らし高齢者登録（市事業）
・お元気ですかボランティア（市事業 訪問事業）
・緊急連絡カード・お困りカードの活用（旭地域 地域予算提案業）
・安否確認旗活動（幸せの黄色いハンカチ運動の会 大坪町 わくわく事業）
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（２）高齢者の外出促進 ②高齢者のいきがいと居場所づくり［地域・団体・ぬくもりの里］

・旭さんさんクラブの開催（社会福祉協議会 旭支所）
介護予防生活支援通所サービス

・地域ふれあいサロンの開催（社会福祉協議会 旭支所）
近隣住民のふれあいの場づくりによるご近所の支え合いの事業。自治区及び住民が実施

・高齢者クラブ活動の継続
地域を基盤とした高齢者の組織。生きがいづくり、健康づくり、相互扶助及び地域貢献活動を
通じた豊かな地域づくり活動に取り組む

・福祉農業実践プロジェクト（メグ友会 わくわく事業）
農業×健康づくり

・おしゃべりカフェ（社会福祉協議会 旭支所）
認知症カフェ、居場所づくり

・老人憩いの家あさひ荘の管理・運営（施設管理 加塩町）
生きがいづくり、フレイル予防
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２ 集落ビジョンによる各集落の取り組み

集落ビジョン：町内会ごとの地域づくりの方針と具体的な取り組み内容をまとめた５年ごとの計画

💛：見守りなどに関する取組 ❖：健康づくり（フレイル予防等）に関する取組

町内会名 取組内容

田津原町 ❖心身共に健康に老いていくための「ふれあいサロン」活動の継続。おばあちゃんはもちろん、おじいちゃん
の参加

時瀬町 💛回覧板をもっていくことにより、安否確認

小渡町 ❖人口減少が進む中、高齢者を頼り、社会参加いただくことで、地域で不足する貴重な戦力としての
活躍と、フレイル予防の観点からも生涯現役で活動いただき、健康で長生きの継続に繋げる
・高齢者の地域行事への積極的な参加・高齢者のまちづくり団体の活動への積極的な参加

万町町 💛常日ごろの近所同士の声かけ

有間町 💛高齢者増加に伴う助け合い活動（安否確認等）
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町内会名 取組内容

笹戸町 💛日頃からあいさつを心掛け、いつでも互いに話し合える関係を保つ

市平町 ❖日健康づくりのための活動を推進 グランドゴルフ、ウォーキング、ストレッチ、脳トレなど

池島町 💛話しかけ、支え合いを今以上に推進

東萩平町 💛ご近所同士の声かけによる元気確認、高齢者の家庭、一人暮らしの方への見守りと支援
❖「いきいき広場」を開催して、楽しい活動を行い、健康で笑顔いっぱいの町に

大坪町 💛幸せの黄色いハンカチ運動によるご近所同士の元気確認
❖ふれあいサロンでの「元気アップ教室」実践による健康づくり

(万根)町 ❖高齢者の外出促進

杉本町 💛高齢者・独居老人等への安否確認体制への取り組み

押井町 💛高齢者・子どもの声かけ、見守り運動の実施

💛：見守りなどに関する取組 ❖：健康づくり（フレイル予防等）に関する取組
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町内会名 取組内容

加塩町 ❖誰もがいつまでも健康で暮らして行けるようにするため、健康維持のためのふれあいの場に積極的に
参加

太田町 💛みんなで集まってしゃべろまい！区民館での集いの場づくり

小田町 💛近所同士の日常的見守り
❖高齢者が大半を占める中、健康づくりが必要になるため、ふれあいサロンで体力維持

明賀町 💛ご近所同士の声かけによる元気確認
❖ふれあいサロンでの「元気アップ教室」実施による健康づくり

惣田町 ❖ふれあいサロンへの呼びかけ

小畑町 💛近所付き合いを密にして、高齢者への気配りを図る、ご近所同士の声かけによる元気確認
❖ふれあいサロンでの「元気アップ教室」実施による健康づくり

伊熊町 💛ご近所同士、昼間独居者への声かけによる安否確認
❖ふれあいサロンでの「元気アップ教室」実施による健康づくり、・町内行事に参加し健康増進

💛：見守りなどに関する取組 ❖：健康づくり（フレイル予防等）に関する取組
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町内会名 取組内容

伯母沢町 💛ご近所同士の日常的な声かけと高齢者世帯の見守り
❖家族や仲間同士でのウォーキング等、健康づくりの推進

槙本町 💛高齢者の様子を常に気にかけることにより、高齢期を迎えても安心して暮らせる地域づくり

日下部町 💛ご近所同士の声かけによる元気確認

坪崎町 💛高齢者の見守り支援

旭八幡町 💛ご近所同士の声かけによる元気確認

余平町 💛❖住民同士声を掛け合って健康状態を確認し合う

島崎町 💛❖昔からあるお節介焼の気持ちをもって、ご近所の夜の明かり、自家用車の出入り、畑の草の伸び具
合などの生活環境の変化を見落とさない住民ネットワークで、健康や安否の確認
❖ウォーキング、ジョギングによる健康づくり

💛：見守りなどに関する取組 ❖：健康づくり（フレイル予防等）に関する取組
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町内会名 取組内容

下切町 💛民生委員、町内会役員等によるひとり暮らしの方への訪問を重ね、町外で暮らす別居親族との交流
を密にしてつながりを強固にする
❖ふれあいサロンの開設、高齢者等のサロンや直売所への参加の声かけ

下中町 💛ご近所同士の声かけによる元気確認

上中町 💛あさひ緊急時連絡情報カードの定期的更新

上切町 💛一人暮らしの家庭に対し安否確認札の作成
❖ふれあいサロンを実施することで高齢者の健康維持、・サロン参加者の拡大、呼びかけ

一色町 💛地区内で顔を見たら声かけ

浅谷町 💛地域ぐるみの見守り活動
❖「スモモの会」「浅野会」参加による健康づくり、「歩け歩け運動」の推進

須渕町 💛あさひ緊急時連絡先情報カードを活用した緊急事態への備え

💛：見守りなどに関する取組 ❖：健康づくり（フレイル予防等）に関する取組
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３ 地域予算提案事業「あさひ高齢者見守り事業」の取り組み 平成26年度～（９年目）

■目的
旭地区の高齢者が住み慣れた地域で安心し、生き甲斐を持って暮らせる仕組みづくり。

■地域課題
旭地区の人口は、2005年の市町村合併以後の8年間で約15％も減少し、高齢化率は40％を
超え市内で最も高くなっている。（高齢者世帯377世帯34％・独居高齢者世帯195世帯18％
※2012年9月現在）また、ひとり暮らし高齢者や高齢者のみの世帯が増え、日常生活における困
りごとや不安を抱える高齢者も少なくない状況にある。

■課題選定理由（当初）
2010年度に実施した「旭地域のまちづくりを考えるアンケート調査」では、651人の住民が一人暮
らし高齢者の支援などの「福祉問題への取組みが必要」と回答しており2番目に多い結果であった。
また、2011年度に策定した「旭地区まちづくり計画（第１期５か年計画）」では「地域が助け合
い安心して暮らせるまち 旭」を目標将来像２に掲げ、ひとり暮らしの高齢者等が住み慣れた地域で
いつまでも安心して暮らせるよう地域全体で見守り・支え合い活動に取り組んでいくことを計画に位置
付けており、全旭地区をあげた推進が必要である。
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主な事業内容

旭地区まちづくり計画や地域福祉活動計画（旭地区版）の内容を基に必要な取り組みを実施

■福祉特派員制度推進（普及、見守り活動の実施、内容の充実）
福祉特派員となって今まで以上に地域のおせんしょさんとしてぬくもりの里と情報を共有する

■ふれあい行事の開催（お年寄りを集めた見守り）
地域主催の行事（主に敬老行事）への移動支援

■支援が必要な人への相談対応等の検討、実施
モデル事業として敷島自治区で実施。
支援が必要な人に向けたコンシェルジュ事業。有償ボランティアの検討

■あさひ緊急時連絡先情報カードの普及促進
「あさひ緊急連絡先情報カード」「くらしのお困りごと連絡先カード」の活用


